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経営評価シート

福岡高速道路

１．団体の基本情報

225,056,600千円

12.8%

H30 R1 R2

R2財政支出

112,528,300千円

事業名

R5.4.1

設立目的等

190,381

人的支援(常勤役職員再掲) H30.4.1

37.2%

　福岡市及び北九州市の区域並びにその周辺の地域において、その通行または利用について、
料金を徴することができる指定都市高速道路の新設、改築、維持、修繕、その他の管理を行うこと
により、この地域の地方的な幹線道路の整備を促進して交通の円滑化を図り、もって住民の
福祉の増進と産業の発展に寄与する。

事業内容

　福岡高速道路の３号線の建設及び供用中の路線の維持、修繕、その他の管理を行うこと。
　計画延長60.5ｋｍ、供用中59.3ｋｍ。

49.5

出　資　金

委　託　料

補助・負担金 13,708千円

-

384,000千円

R4R1H30

-

供用延長（北九州高速道路）

備考

49.5

R4

-

86名

139名134名

85名

北九州市ＯＢ

141名

85名

事業実績に関する情報

56.8

49.5

56.8供用延長（福岡高速道路）

49.549.5

59.3 59.3

R3

団体名

所在地

福岡北九州高速道路公社

福岡市東区東浜二丁目７番５３号

設立年月日 昭和46年11月1日

主な出資者

福岡市

北九州市

県出資額

出資割合

県出資割合 50.0%

出資総額 出資額

H30.4.1 H31.4.1 R5.4.1R3.4.1

51名

171名

嘱託（常勤・非常勤）等・臨時
職員数

69名

53名

80名プロパー

131名常勤（正規）

162名

36名

170名 195名

39名

178名

54名

合計

42名

173名

5名 5名 5名 5名

80,923

173,282

R4.4.1

理事長　　喜安　和秀

理事　　　東　義浩

R2.4.1

常勤役員数

通行量(北九州高速道路）

代表者名

157,410

92,304 90,298

通行量(福岡高速道路）

75,843

国ＯＢ

85,197

常勤

４-①．中期経営計画における改善に向けた取り組みの方向性(R4～R8）

＜福岡高速＞
・福岡市南部地域や太宰府IC方面からの国内線旅客ターミナルへのアクセス強化と、空港口交差点をはじめとする福
岡空港周辺道路の混雑緩和を目的として、福岡高速３号線（空港線）延伸事業の推進を図る。
＜北九州高速＞
・北九州市が行っている戸畑枝光線の有料化の手続きを踏まえ、戸畑枝光線有料化の新規事業化を目指す。
・全国的に推進されている緊急輸送道路の耐震化を踏まえ、北九州高速１～４号線においても耐震性能向上に取り組
む。
＜維持管理、運営＞
・都市高速の利用者に安全・安心かつ円滑なサービスの提供をしながら、適切な維持・管理や老朽化・予防保全対策
に取り組むとともに、利用促進や経費削減を図り、効率的で安定的な収入確保に努める。
・また、両高速の事業を確実に実行するための組織体制を構築する。

5名

16名 15名 20名 20名

5名

R2.4.1

24名

2名

３．県関与の状況

増減の主な理由

28名

Ｒ４年度→Ｒ５年度
・プロパー職員△５（退職及び産休取得によるもの）
・設立団体派遣＋７（福岡高速空港線事業及び北九州高速大規模修繕事業によるもの）
・嘱託員＋１５（欠員補充によるもの）

県　派　遣

2名2名

H31.4.1

120名

80名

109名

貸　付　金

常勤役員名 副理事長　久保　尚亮

常勤役員名 理事　　　坂本　正文

常勤役員名 理事　　　有吉　知美

83,780,500千円

28,747,800千円

県ＯＢ

県ＯＢ

福岡市ＯＢ

186,168

常勤役員名

千円 %

主要事業の内容

北九州高速道路
　北九州高速道路の５号線の建設及び供用中の路線の維持、修繕、その他の管理を行うこと。
　計画延長54.7ｋｍ、供用中49.5ｋｍ。

59.3

188,280

２．団体の組織・人員情報



単 位
2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

0

達成状況（まとめ）

上段：計画　下段：実績

1

2,510,000

1

75 79

1 1

改善目標区分の達成に向けた
2022年度(R4)の取組状況

60,535

281,400

・コンプライアンス研修、メ
ンタルヘルス研修、人権研修
を実施。複数回の受講日時を
設定したが、業務都合等によ
り受講できない職員がいたた
め目標を達成できなかった
が、受講していない職員へは
配付資料等の共有を行いフォ
ローした。
・公社関連業者に対する法令
順守等を継続的に求める文書
を発出（R4.12）
・人材育成（昇任者研修、専
門研修等）、技術力向上（九
地整研修等）、技術力継承
（職場研修）を実施

100

350,289

100

事業活動・住
民サービス

指標

②橋梁、トンネル等の近
接目視点検を実施し、緊
急措置段階発生件数ゼロ
を維持することにより、
長期的な安全性の確保に
努める。

緊急措置段階発
生件数

件

改善目標の
区分（視点）

目標達成に向けた具体的
な取組、戦略等

公社職員に対す
るコンプライア
ンス研修受講率

財務会計

料金収入
（福岡・北九州
合計）

百万円/
年

①都市高速の利用促進に
より社会・経済活動の円
滑化を図る。

①効率的な経営を推進
し、安定的な収入確保に
よる計画的な長期借入残
高の縮減を図る。

①コンプライアンスに関
する研修・教育の推進

回

県債務（損失）
保証額

百万円

長期借入金残高 百万円

内部管理

％

271,365

55,321

420,824

185,643 331,439

558,666

４-②．中期経営目標における改善目標の達成状況

75 75

交通量
（福岡・北九州
合計）

台/日

②人材育成と技術力の向
上・継承

職員研修の実施
回数

回

県財政支出額 千円

　建設費の増加（対前年度
比）に伴い、県財政支出額は
増加したが、計画額を下回っ
た。
　また、償還については順調
に進んでおり、長期借入金残
高及び県債務（損失）保証額
は対前年度比で減少してい
る。

法令順守等要請
回数

254,205

　改善目標である、「事業活動・住民サービス」ではスイスイマップなどの広報物の配布による都市高速の利用促進、道路構造物の近接目視点
検の確実な実施による長期的な安全性の確保、「財務会計」では効率的な経営の推進、「内部管理」では公社職員に対する研修・教育の推進な
どの取組を進めた結果、公社職員へのに対するコンプライアンス研修受講率については目標を達成できなかったが、それ以外の項目については
目標を達成することができた。
　今後も引き続き、取組を推進し、安全・安心・円滑なサービスを提供するとともに、安定的な収入確保に努めていく。

　次のような広報等（例とし
て一部を記載）を実施し、都
市高速の利用促進を行った。
・都市高速の路線や料金、走
行上の注意等を分かりやすく
説明したスイスイマップを設
置。
・福岡市及び北九州市周辺の
小学生とその保護者向けに配
布される冊子に、都市高速の
利用を促進する広告を掲載。
・県内の自動車学校で新規免
許取得者に配布される冊子
に、都市高速の安全運転のポ
イントや出入口の紹介記事を
掲載。
・橋梁、トンネル等の近接目
視点検を実施した結果、緊急
措置段階発生件数はゼロであ
り 、安全性の確保に努めた。

184,346 148,454

410,551

83.1 82.6

191,090 179,435

438,282

0

59,022

266,100

57,254

0 0

計画性
公益性等

経済性
効率性等

健全性等
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千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
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千円
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千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
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％
％
％
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千円
千円

％
％

40.0歳常勤役員平均年収

36,955,689 33,907,167 31,103,761

61,110,268 60,798,621

【収支計算書】

28,161,706 25,950,769

【損益計算書】
業務収入① 51,564,953 55,957,903 59,667,510

　うち県からの借入金額
資本の部合計 225,754,981 225,887,496 226,234,628

団体債務保証額 - - -

５．経営状況（道路公社）
項目 R2 R3 R4H30 R1

　うち金銭債権 6,250,948 5,331,071 6,084,5035,560,161 5,470,505
1,308,131,7881,283,497,482

　うち棚卸資産（販売用不動産含む） - - -- -
負債合計 1,072,679,209 1,074,977,250 1,081,897,1601,051,243,588 1,058,739,156

　うち借入金額 469,199,677 438,281,530 410,551,204520,268,284 488,836,143

224,011,571 224,758,326
県債務保証額又は損失補償額 203,491,681 191,089,608 179,435,339223,174,144 210,506,485

- -

業務損益② 35,177,883 37,511,918 37,885,28745,320,571 43,249,198
償還準備金及び道路（駐車場）事業
損失補てん引当金繰入前損益③

31,711,134 34,169,022 34,878,20940,509,461 39,224,802

当期損益 24,654 30,515 23,13218,274 23,756

総収入　Ａ 77,392,155 61,498,697 69,455,290100,703,947 94,472,990
　うち県財政支出額 1,635,481 185,643 331,4391,293,708 1,220,339
　　内訳：出資金 486,000 51,000 162,000384,000 361,500
　　内訳：補助金・負担金 15,481 15,643 16,83913,708 15,339
　　内訳：委託料 - - -- -
　　内訳：貸付金 1,134,000 119,000 152,600896,000 843,500
総支出　B 73,704,562 62,351,044 69,448,924100,605,054 92,910,299
　うち人件費総額 1,383,211 1,483,567 1,492,2181,254,638 1,357,769
当期収支　Ａ－B 3,687,593 △ 852,347 6,36698,893 1,562,691
【財務指標】
自己資本比率 17.4 17.4 17.317.6 17.5
県財政支出率 2.1 0.3 0.51.3 1.3

35.8 37.9

常勤役員平均年齢 61.2歳

人件費率 2.7 2.7 2.52.1 2.2

6,906千円

繰入前損益率 61.5 61.1 58.566.3 64.5

常勤職員平均年収10,456千円 常勤職員平均年齢

【団体毎の経営評価指標】
料金収入実績

　福岡高速及び北九州高速の通行量及び料金収入について、新型コロナウイルス感染拡大の影響が緩和したことによ
り、前年度から増加し、中期経営目標における改善目標を上回っている。
　福岡高速の３号線延伸に加え、北九州高速においても５号線延伸等、新たな事業に取り組んでいることから、引き
続き健全な経営を維持するため、利用促進及びコスト縮減に取り組むことが求められる。

８．経営評価委員会による経営評価結果

　交通量及び料金収入は目標を上回り、公社の経営努力もあって、借入金の償還は順調に進んでいる。今後とも高速
道路の利用促進や経費削減により、公社経営の安定化に努めるとともに、都市圏幹線道路の整備促進を図るため、福
岡空港関連自動車専用道路及び北九州高速５号線の事業を推進していくこと、また、安全・安心の高速道路を維持す
るため、計画的に老朽化・予防保全対策に取り組むことが求められている。

７．外部専門家の意見

【貸借対照表】
資産合計 1,298,434,190 1,300,864,7461,275,255,159

６．団体（経営責任者）の自己点検評価

　北九州高速 48.4 46.3 47.743.0 44.7

【経営状況に関する各数値、指標の増減理由】

　都市高速の安全確保のため、平成29年度に策定したインフラ長寿命化計画（個別施設計画）に従い、メンテナンス
サイクル（点検・診断・措置・記録）の取組を着実に実施している。交通量、料金収入については新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響で令和2年度に減少したものの、回復してきており、令和4年度は目標を達成できた。引き続き、
適正な維持管理に努めるとともに、利用促進を図っていく。

　収入については、通行台数が福岡高速で12,886台/日、北九州高速で4,274台/日、対前年比で増加したことにより
料金収入実績が増加した。
　費用については、道路修繕費及び納付消費税等の増加により事業資産管理費が増加した。
　結果として、収入の増加が費用の増加を上回ったため、借入金の償還等に充てる「償還準備金及び道路事業損失補
てん引当金繰入前損益③」は、前年度より2.1％増加した。

【常勤役職員の報酬・給与に関する状況（R4年度）】 

　福岡高速 40.4 42.1 45.4
収支率(費用/収入)

　福岡高速 42,588,857 42,613,589 35,906,842 39,433,074 42,338,574
　北九州高速 17,680,138 17,504,455 14,910,122 15,888,142 16,683,562


